
トピックス

■ I E 3規格対応ポンプを順次発売 

　トップランナー制度の施
行により、産業用の三相誘
導電動機（モータ）はプレ
ミアム効率（ I E３規格）に
対応することが求められま
す。
　当社ポンプにおいても、I E３規格に対応した製
品を順次発売し対応しています。
　独自開発のモータは、従来の標準効率モータ
（ I E１規格）と比べ、筐体の大きさを同寸法とし
ながらプレミアム効率を達成したことで、ポンプ
の取付位置を変更することなく、従来から使用さ
れているお客様からも好評を得ています。

株 主 メ モ

（平成２７年３月３１日現在）

３６，０００，０００株会社が発行する株式の総数

９，１４３，２００株発 行 済 株 式 の 総 数

５１４名株 主 数

１，０００株１ 単 元 の 株 式 の 数

株式の状況

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月３１日まで
定時株主総会 毎年６月開催
基 準 日 定時株主総会　毎年３月３１日
 期末配当　　　毎年３月３１日
 そのほか必要があるときは、あらかじめ
 公告して定めます。

（平成２７年３月３１日現在）会 社 概 況

商　　号　　三相電機株式会社
設　　立　　昭和３２年１０月１１日
資 本 金　　８億７，１６０万円
従業員数　　５５２名（連結）
事業内容　　小型モータおよび小型電動ポンプの
　　　　　　製造・販売、金型の製造・販売

株主名簿管理人および特別口座の口座管理機関
 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
 三井住友信託銀行株式会社
株主名簿管理人事務取扱場所
 大阪市中央区北浜四丁目５番３３号
 三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
（郵便物送付先）　〒１６８‐００６３
　　　　　　　東京都杉並区和泉二丁目８番４号
 三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
（電話照会先）　（０１２０）７８２－０３１
（ＵＲＬ） http://www.smtb.jp/personal/agency/
 index.html
公告の方法 当社のホームページに掲載いたします。
  http://www.sanso-elec.co.jp/japanese/koukoku
上場証券取引所 株式会社東京証券取引所

【株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について】
　証券会社の口座をご利用の場合は、三井住友信託銀
行ではお手続きができませんので、取引証券会社へご
照会ください。証券会社の口座のご利用がない株主様
は、下記電話照会先までご連絡ください。

三相電機株式会社
　〒６７１‐２２８８ 兵庫県姫路市青山北一丁目１番１号
　 TEL（０７９）２６６－１２００　F AX（０７９）２６６－１２０６
　 URL http : / /www . sanso-elec.co. jp/

株主のみなさまへ

証券 コ ー ド　6518

三相電機株式会社

　株主のみなさまには、ますますご清栄のこと
とお喜び申し上げます。
　平素は格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　ここに２０１４年度（２０１４年４月１日から２０１５年
３月３１日まで）の営業の概況につきましてご報
告申し上げます。
　今後とも変わりないご支援、ご協力を賜りま
すよう心からお願い申し上げます。

平成２７年６月　

代表取締役社長　黒 田 直 樹

平成 26 年 4月1日～ 平成 27 年 3月31 日
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■ 業績の概況 

　当連結会計年度におけるわが国の経済は、政府
による経済再生と財政再建に向けた取り組みや、
日銀の金融緩和策を背景に、円安・株高が進み、
景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一
方、個人消費は消費税増税後の落ち込みから抜け
出しつつありますが、物価上昇に伴う実質所得の
減少を背景に回復の動きはもたつき、円安による
輸入コストの上昇および新興国の景気減速などの
要因もあり、企業収益は改善が見られるものの、
本格的な景気回復までには至りませんでした。
　当社グループにおいては、企業収益の改善によ
り設備投資は底堅く推移し、半導体製造装置用ポ
ンプや工作機械装置用モータ等の受注が増加いた
しました。しかしながら利益面においては、円安
による輸入材料の高騰が、コストを押し上げる要
因となり、引き続き厳しい経営環境が続くことと
なりました。
　このような事業環境の中、お客様の要望にきめ
細かく対応することで、顧客満足度の向上を図る
とともに、新規受注に向けた営業活動を推進して
まいりました。具体的には、インダクションモー
タの高効率規制に対応した高効率モータの量産化
に取り組み、受注拡大に努めてまいりました。ま
た、円安による輸入コストの上昇分を販売価格に
転嫁すべく、価格交渉を行うとともに、生産性の
改善や幅広い原価低減を進め業績向上に注力して
まいりました。

　この結果、当連結会計年度の売上高は１３４億４３百
万円（前期比１０９．５％）、営業利益は４億６７百万円
（同４６３．２％）、経常利益は５億４４百万円（同３０７．３
％）となりました。また、当期純利益は４億１１百
万円（同４０１．６％）となりました。

■ 今後の取り組み 

　今後の業績見通しといたしまして、雇用や所得
の環境改善が持続し、原油安や株高に伴うプラス
効果の影響や各種政策の推進もあり、景気は堅調
に推移することが期待されますが、海外景気の下
振れがわが国の景気を下押しするリスクとして残
り、依然として楽観視できない状況が続くものと
考えられます。
　当社グループにおいては、インダクションモー
タの高効率規制をチャンスと捉え、他社製品との
比較優位性を強みとした営業活動や、市場が求め
る省エネルギー商品の提案で企業競争力の強化を
図ってまいります。また部品加工の内製化や効率
化を進め業績向上に努めてまいります。

営業の概況

経常利益 （単位：百万円）　

当期純利益 （単位：百万円）　

売上高 （単位：百万円）　

連結業績の概要

要約連結貸借対照表 （単位：百万円）

　　　科　　　目

８，８０５
４，１８０
３，２７５
８４
８２０

資 産 の 部
　流 動 資 産
　固 定 資 産
　　有 形 固 定 資 産
　　無 形 固 定 資 産
　　投資その他の資産

１２，９８６　資 産 合 計

４，１６０
２，２７１

負 債 の 部
　流 動 負 債
　固 定 負 債

６，４３１　負 債 合 計

６，０８４
８７１
１，８２５
３，４２７
△ ４０
４７０

純 資 産 の 部
　株 主 資 本
　　資 本 金
　　資 本 剰 余 金
　　利 益 剰 余 金
　　自 己 株 式
　その他の包括利益累計額

６，５５５　純 資 産 合 計
１２，９８６　負債純資産合計

（平成２７年３月３１日現在）

要約連結損益計算書 （単位：百万円）

　　　科　　　目

１３，４４３
１１，２８７

売 上 高
　売 上 原 価

２，１５６
１，６８８

売 上 総 利 益
　販売費及び一般管理費

４６７
９５
１９

営 業 利 益
　営 業 外 収 益
　営 業 外 費 用

５４４
０
１４

経 常 利 益
　特 別 利 益
　特 別 損 失

５２９
１２８
△ １０

税金等調整前当期純利益
　法人税、住民税及び事業税
　法人税等調整額

４１１当 期 純 利 益

（ ）自 平成２６年４月１日 
至 平成２７年３月３１日 
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